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今
日
で
も
使
わ
れ
て
い
る
「
度
量
」
 
「
器
量
」
 
「
名
器
」
 
「
才
局
」
な
ど
の
人
物
を
判
定
す

る
量
目
の
言
葉
や
、
 
「
高
尚
」
 
「
風
流
」
 
「
朗
徹
」
 
「
簡
素
」
な
ど
の
人
物
を
評
目
す
る
言
葉

は
、
お
お
む
ね
魏
晋
時
代
に
そ
の
意
味
付
け
を
完
成
し
て
い
る
。
深
雪
は
現
代
の
我
々
が
継
承

す
る
文
化
の
出
発
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
山
水
自
然
を
賞
し
、
絵
画
・
書
を
教
養
と
し
、
酒
を

愛
し
琴
の
音
色
に
耳
を
傾
け
、
囲
棋
に
興
じ
て
談
じ
合
う
。
文
学
は
文
学
と
し
て
独
立
の
地
位

を
築
き
「
文
人
」
な
る
呼
称
が
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
魏
晋
の
時
代
に
華
開
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
文
化
の
時
代
で
あ
る
魏
晋
に
お
い
て
人
間
を
見
抜
く
こ
と
人
間
を
評
価
す
る

こ
と
は
、
文
化
人
と
し
て
の
見
識
で
あ
り
教
養
で
あ
り
又
時
代
の
風
潮
で
も
あ
っ
た
。

 
で
は
、
魏
晋
に
お
い
て
人
物
批
評
が
盛
ん
に
な
っ
た
背
景
は
何
な
の
か
、
貴
族
社
会
の
中
で

い
か
に
人
物
評
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
博
覧
す
る
評
語
が
い
か
に
し
て
多
様
化
し
て
来
た
の

だ
ろ
う
か
。

一
、
人
物
批
評
と
九
品
官
人
法

 
魏
晋
の
人
物
批
評
の
源
流
が
魏
晋
に
先
立
つ
後
漢
末
に
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
①

通
り
で
あ
る
が
、
魏
晋
の
人
物
批
評
の
盛
行
を
端
的
に
物
語
る
も
の
は
人
物
論
の
専
著
『
人
物

 
 
 
 

志
』
三
巻
(
魏
劉
勘
撰
)
が
世
に
出
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
『
人
物
志
』
の
序
で
劉
勘
は
、

 
夫
聖
賢
之
粋
美
、
莫
美
乎
聰
明
。
聰
明
番
所
貴
、
莫
貴
乎
知
人
。

と
説
き
起
し
て
い
る
如
く
、
人
を
知
り
人
材
を
挙
用
し
て
才
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
は
最
も
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

子
の
頭
を
悩
ま
せ
た
難
題
で
あ
り
政
治
の
関
鍵
で
あ
っ
た
。
し
か
も
後
漢
末
政
治
は
荒
廃
の
極

に
達
し
て
い
た
。
晋
の
葛
洪
が
、

 
歴
覧
前
載
、
逮
乎
近
代
、
道
微
当
市
、
莫
劇
七
曲
也
。
 
(
抱
相
子
漢
過
)

と
指
摘
す
る
如
く
、
政
道
の
衰
微
・
風
俗
の
頽
廃
は
未
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

官
に
就
く
に
は
金
が
な
け
れ
ば
適
わ
ず
、
裁
判
も
正
義
よ
り
賄
賂
が
物
を
言
い
、
人
材
の
登
用

は
寛
官
重
臣
の
近
習
の
者
に
限
ら
れ
忠
賢
の
士
は
党
人
と
呼
ば
れ
囚
捕
詠
鋤
さ
れ
る
。
 
「
弘
偉

大
量
」
だ
の
「
公
方
正
直
」
だ
の
「
絶
倫
之
秀
」
だ
の
と
も
て
は
や
さ
れ
る
者
は
、
そ
の
実
傲

険
で
懐
に
毒
針
を
隠
し
他
人
の
言
う
ま
ま
に
な
る
者
の
こ
と
、
ま
さ
し
く
後
射
乳
は
国
家
に
凶

害
を
及
ぼ
し
歴
史
を
汚
し
石
碑
に
刻
む
徳
音
な
ど
さ
ら
さ
ら
無
い
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

は
何
か
。
葛
洪
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
夫
落
零
、
失
人
故
也
。
 
(
抱
孟
子
漢
過
)

人
材
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
劉
勘
が
「
知
人
」
を
説
き
葛
洪
が
「
失
人
」
を
嘆
く
よ
う
に
、

人
倫
の
品
題
は
国
家
の
存
亡
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

知
人
の
識
馨
・

 
後
漢
末
の
郭
泰
・
許
勘
・
符
融
等
の
知
人
の
識
堕
・
人
倫
品
題
及
び
人
物
評
と
し
て
の
「
風

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

謡
」
 
「
謡
言
」
の
こ
と
は
『
中
国
思
想
通
史
』
 
(
人
民
出
版
社
一
九
五
七
年
)
に
詳
し
い
が
、

三
国
魏
の
時
代
に
な
る
と
知
人
の
識
竪
の
才
や
人
物
を
品
題
す
る
こ
と
に
ひ
と
つ
の
整
理
さ
れ

た
方
向
付
け
が
な
さ
れ
て
来
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
そ
の
方
向
付
け
を
し
た
の
は
魏
武
帝
曹
操

 
 
 
⑤

で
あ
っ
た
。
曹
操
の
事
跡
を
見
る
に
、

 
曹
操
微
時
、
常
卑
僻
厚
禮
、
三
三
己
目
。
許
勘
鄙
其
人
而
不
肯
謝
、
操
三
三
隙
脅
勘
。
砒

 
不
得
已
日
「
君
清
平
之
姦
賊
、
齪
世
之
英
雄
。
」
操
大
悦
而
去
。
 
(
後
漢
書
許
勘
傅
)

曹
操
は
ま
だ
駆
出
し
の
頃
、
人
物
品
題
の
「
月
旦
評
」
で
有
名
な
許
勘
に
自
分
の
雪
目
は
ど
ん

な
も
の
か
と
求
め
て
い
る
。
許
勧
は
曹
操
の
人
と
為
り
を
卑
し
ん
で
堪
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

曹
操
は
隙
を
伺
い
許
働
を
脅
し
つ
け
る
や
無
理
や
り
自
分
の
人
物
評
を
言
わ
せ
た
と
い
う
。
自

己
の
評
目
に
異
常
な
執
着
心
を
見
せ
る
曹
操
は
、
魏
公
と
し
て
軍
・
政
並
び
に
強
力
な
も
の
と

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
自
ら
の
「
知
人
」
の
直
黒
に
照
ら
し
て
門
地
出
生
を
問

わ
ず
に
人
材
を
挙
用
し
、
又
自
由
に
郷
党
の
世
論
に
人
物
の
評
価
を
さ
せ
そ
の
上
で
評
目
に
適

つ
た
者
を
抜
擢
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
敵
国
の
将
兵
で
も
お
か
ま
い
な
し
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
太
祖
知
人
善
察
、
難
百
年
偽
。
歪
面
禁
二
進
心
行
陳
之
間
、
取
張
遼
徐
晃
輿
付
虜
之
内
。
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皆
佐
命
立
功
、
列
爲
名
瀬
。
其
選
抜
出
細
微
、
登
爲
牧
守
者
、
不
加
勝
藪
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
魏
志
武
帝
紀
注
引
魏
書
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 

 
今
魯
粛
迎
曹
操
、
操
墨
差
齋
、
還
附
瑠
黛
、
品
其
学
位
。
 
 
(
呉
選
一
全
能
)

そ
し
て
自
分
が
漢
の
丞
相
と
な
る
や
(
康
安
十
三
年
)
部
下
の
落
書
・
毛
功
に
人
物
の
鐙
衡
を

 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

任
せ
選
挙
に
当
ら
せ
た
。

 
太
祖
爲
司
空
丞
相
、
毛
兜
焼
爲
東
曹
嫁
、
與
崔
世
話
謹
選
學
。
其
所
墾
用
、
皆
清
正
之
士
、

 
錐
於
時
有
盛
名
学
行
不
由
本
者
、
終
莫
迦
進
。
 
 
(
魏
志
摩
唐
鼓
)

崔
瑛
は
人
物
評
を
好
ん
だ
司
馬
朗
と
親
交
が
有
り
自
ら
も
人
物
を
見
抜
く
竪
識
を
備
え
た
人
物

で
そ
の
竪
識
ぶ
り
が
本
伝
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
曹
達
が
権
力
を
握
っ
て
以
来
曹
操
の
下
で

十
余
年
に
渡
っ
て
人
物
評
価
を
と
り
し
き
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
崔
瑛
、
魏
氏
初
寅
、
委
授
鷹
島
、
総
齊
四
竃
、
十
有
絵
年
。
文
武
華
才
、
多
高
明
抜
。
朝

 
廷
年
高
、
天
下
構
平
。
 
(
魏
志
崔
瑛
薬
注
引
先
賢
行
歌
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
人
物
の
京
物
は
清
適
に
よ
っ
て
評
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
様
瑛
は
卜
し

く
も
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
曹
操
の
激
情
に
触
れ
処
刑
さ
れ
る
が
、
こ
の
崔
瑛
と
共
に
や
は
り
十

有
余
年
に
渡
っ
て
選
挙
に
当
っ
た
高
麗
は
、
そ
の
選
抜
の
的
確
さ
に
よ
っ
て
自
然
と
天
下
の
士

を
し
て
曲
節
自
励
に
向
け
さ
せ
る
風
潮
を
生
み
出
し
た
た
め
曹
操
を
し
て
「
わ
し
は
何
も
す
る

必
要
が
な
い
」
(
「
用
人
留
置
、
使
天
下
人
自
治
、
吾
復
興
爲
哉
。
」
魏
志
毛
珊
傅
)
と
感
激
さ

せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
崔
瑛
・
毛
琉
は
共
に
丞
相
の
橡
属
に
な
っ
て
五
年
後
尚
書
僕
射
及
び
尚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
に
昇
格
し
て
選
挙
を
典
っ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
し
て
曹
操
は
、
或
は
郷
党
に
人
物
品
題
を
さ
せ
た
上
で
人
材
を
選
任
挙
用
し
、

或
は
部
下
の
崔
瑛
・
毛
琉
を
選
挙
の
専
任
と
し
、
選
挙
に
当
っ
て
は
順
応
に
よ
っ
て
人
物
の
鉾

衡
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
実
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
そ
し
て
人
物
品
題
と
選
挙
は
単
に
魏
の
国
内
の
み
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
呉
の
歩
隅
は
そ

の
徳
度
と
鏡
検
で
当
世
に
名
を
馳
せ
た
名
臣
だ
が
、
あ
る
時
孫
権
の
太
子
孫
登
が
自
分
に
自
信

を
持
て
な
い
と
こ
ろ
が
ら
君
子
た
る
資
格
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
時
借
階
は
当
地
荊
州
の
鐸
々
た
る
人
物
十
一
人
を
並
べ
あ
げ
て
そ
の
行
状
を
品
評
し
、
太
子

と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
諭
し
て
励
ま
し
た
。

 
歩
階
干
難
解
高
卑
業
在
精
強
智
者
、
諸
葛
理
陸
遜
朱
然
程
普
歯
黒
斐
玄
夏
着
最
終
族
李
粛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 

 
周
條
石
幹
十
一
人
、
藪
別
行
歌
、
因
上
疏
奨
勘
日
、
…
…
…
 
 
(
呉
志
歩
臨
書
)

こ
の
十
一
人
の
一
人
李
粛
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
以
才
聞
、
善
論
議
、
賊
否
劇
中
、
藪
奇
警
異
、
薦
述
後
進
、
題
目
海
藻
、
曲
有
條
貫
、

は
名
声
欲
が
強
く
汝
南
の
埜
子
昭
に
似
て
い
る
。
智
力
は
多
く
な
い
と
は
い
え
ま
た
当
代
の
佳

士
で
あ
る
。
」
顧
郡
と
陸
績
は
そ
れ
を
聞
い
て
感
心
し
「
あ
な
た
と
一
緒
に
四
海
の
人
士
に
つ

い
て
人
物
批
評
を
し
て
み
た
い
も
の
だ
」
と
申
し
入
れ
て
い
る
。
こ
の
側
膳
郡
は
靡
統
と
夜
通

し
語
り
明
か
し
た
ら
し
く
、
自
分
の
人
物
眼
と
寵
統
の
人
物
眼
と
ど
ち
ら
が
上
か
と
そ
の
品
評

を
請
う
て
い
る
。
 
(
点
訳
鹿
寄
傳
・
世
説
品
藻
)

 
こ
の
よ
う
に
当
時
、
魏
の
み
な
ら
ず
呉
天
の
地
に
お
い
て
も
人
物
批
評
と
品
題
に
よ
る
鉾
衡

は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
全
土
に
及
ぶ
汎
が
り
を
背
景
に
し
て
、
曹
操
の
死
よ

り
幾
月
も
経
た
ず
し
て
尚
書
陳
群
の
建
議
に
よ
り
「
九
品
官
人
邪
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
 
(
魏

志
陳
書
傳
)

 
衆
人
以
溶
性
之
。
奪
権
以
落
選
曹
尚
書
、
崇
重
早
書
得
才
。
 
 
(
呉
志
歩
階
傅
注
引
呉
書
)

論
議
を
よ
く
す
る
と
と
も
に
人
物
評
を
好
み
後
進
の
若
者
を
薦
述
す
る
そ
の
人
物
品
題
は
、
あ

や
が
あ
る
上
に
筋
道
が
通
っ
て
お
り
衆
人
を
感
服
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
選
挙
を
担
当
す

る
三
曹
尚
書
に
就
い
て
「
や
っ
と
才
能
が
発
揮
で
き
る
」
と
人
々
に
も
て
は
や
さ
れ
た
知
人

 
 
 
 
 
 
 

の
識
堕
で
あ
っ
た
。
ま
た
孫
権
の
輔
弼
顧
雍
は
丞
相
の
職
で
選
挙
を
兼
務
し
、
選
用
し
た
文
武

の
将
吏
は
す
べ
て
才
能
通
り
で
彼
ら
に
何
の
不
満
も
抱
か
せ
ず
、
ま
た
時
に
は
民
間
の
中
に
訪

問
し
て
政
職
の
評
判
を
密
か
に
聞
い
て
回
っ
た
と
い
う
。
 
(
呉
志
顧
雍
傅
)
 
そ
の
長
子
で
あ

る
顧
郡
は
、
 
「
好
尚
人
物
」
 
「
好
楽
人
倫
」
の
士
で
好
ん
で
人
物
評
を
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自
覚
郡
庶
幾
及
四
方
人
事
、
身
動
相
見
、
或
県
議
区
民
、
或
狸
豆
聖
別
。
風
馬
流
聞
、
遠

 
近
構
之
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
呉
志
顧
郡
傳
)
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そ
の
対
象
は
州
郡
の
賢
者
か
ら
天
下
の
人
士
に
及
び
途
中
で
人
に
出
会
う
と
或
は
そ
れ
と
な
く
調

調
し
て
去
り
或
は
友
と
な
っ
て
別
れ
・
そ
の
風
評
名
士
月
は
遠
近
の
人
々
の
称
す
る
所
で
事
実
微
舳

騰
の
庶
民
丁
謂
等
四
人
の
才
能
を
見
抜
い
て
親
交
を
猿
と
・
果
し
て
後
四
人
と
も
太
守
や
太
M

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
●
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8

子
配
管
に
出
世
し
た
た
め
、
世
間
で
は
「
世
以
郡
爲
知
人
」
 
(
本
年
)
と
そ
の
知
人
ぶ
り
を
称
し
M

た
。
こ
う
し
た
時
呉
の
地
へ
蜀
の
「
雅
好
人
流
」
「
性
好
人
倫
」
の
士
、
寵
統
が
や
っ
て
来
た
。
 
ゆ

靡
統
は
諸
葛
亮
に
次
ぐ
先
主
劉
備
の
軍
将
で
こ
の
時
は
ま
だ
南
郡
太
守
の
功
曹
で
あ
っ
た
が
・
㎝

先
主
を
助
け
た
功
績
で
南
郡
太
守
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
呉
の
周
靡
が
亡
く
な
っ
た
た
め
部
下
血

と
し
て
葬
儀
の
参
列
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
呉
の
人
々
は
そ
の
名
声
を
聞
き
及
ん
で
い
R

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加

て
ま
さ
に
蜀
に
還
ろ
う
と
す
る
時
、
呉
の
顧
郡
や
陸
績
・
全
踪
が
訪
ね
て
行
っ
た
。
階
子
は
三
u

人
を
見
る
や
評
し
て
言
っ
た
。
 
「
陸
子
は
所
謂
る
鴛
馬
だ
が
、
足
が
速
い
と
い
う
取
り
柄
が
あ
ゴ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。
顧
子
は
所
謂
る
驚
牛
だ
が
、
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
遠
く
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
全
子
匝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㎞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
品
官
人
法
に
つ
い
て
は
す
ぐ
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
改
め
て
述
べ
な
い



魏晋における人物批評3

が
、
九
品
官
人
法
と
は
「
士
大
夫
社
会
に
行
は
れ
て
る
た
清
議
や
月
旦
評
を
、
公
認
し
法
制
化

し
た
と
見
ら
れ
る
」
(
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
」
森
三
樹
三
郎
八
頁
)
も
の
で
あ
り
、
ま
た
制

度
的
に
は
「
地
方
の
郡
国
に
夫
々
中
正
な
る
職
を
設
け
、
管
内
の
人
物
に
つ
き
郷
里
の
評
判
を

参
酌
し
て
一
品
か
ら
九
品
ま
で
の
等
級
を
つ
け
て
政
府
へ
上
申
し
、
政
府
は
こ
の
上
申
の
品
級

に
従
っ
て
任
命
す
る
」
(
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
宮
崎
市
定
九
四
頁
)
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
九
品
官
人
法
が
魏
文
帝
の
即
位
よ
り
以
前
に
引
書
の
方
針
と
し
て
確
立
し
即
位
と
と

も
に
国
章
と
し
て
完
全
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
時
の
士
大
夫
に
と
っ
て
一
大
事
で
あ
っ
た
。
な

に
し
ろ
評
判
の
善
悪
が
官
品
の
高
低
を
決
定
す
る
強
力
な
根
拠
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
正
始
の

音
」
の
清
談
の
黄
金
時
代
以
来
晋
代
に
入
っ
て
も
清
談
に
よ
る
社
交
的
貴
族
が
隆
盛
し
て
六
朝

文
化
を
高
め
た
の
は
、
清
談
で
社
交
界
に
活
躍
す
れ
ば
中
正
に
よ
る
郷
品
の
上
品
が
獲
ら
れ
る

か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
清
談
に
お
い
て
社
交
界
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
る
た
め
に
は
、
老
荘
の

三
角
の
み
な
ら
ず
儒
学
史
学
文
学
に
精
通
し
絵
画
書
音
楽
彫
刻
か
ら
囲
棋
に
至
る
ま
で
の
幅
広

い
教
養
が
必
要
で
あ
っ
た
。
貴
族
社
会
に
投
ぜ
ら
れ
た
九
品
官
人
法
の
波
紋
が
次
第
に
同
心
円

の
輪
を
広
げ
る
よ
う
に
、
六
朝
文
化
を
開
示
さ
せ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

 
九
品
官
人
法
が
及
ぼ
し
た
影
響
が
教
養
と
し
て
の
文
化
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
の
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
人
物
批
評
の
上
で
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
制
度
そ
の
も
の
が
人
物
評

を
義
務
付
け
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
地
方
の
郡
国
の
中
正
官
は
そ
の
郡
郷
内
の
人
物
を

中
央
に
推
挙
す
る
際
、
九
等
の
「
郷
品
」
と
そ
れ
に
加
え
て
人
物
の
才
能
性
格
態
度
等
を
述
べ

る
人
物
寸
評
と
も
言
う
べ
き
「
状
」
を
合
せ
て
申
し
送
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

魏
初
、
九
品
が
始
め
て
制
度
化
し
郡
国
に
中
正
が
置
か
れ
た
頃
、
漏
翔
郡
に
書
を
好
み
悪
衣
悪

食
は
恥
と
し
な
い
が
一
物
と
し
て
知
ら
な
い
物
が
あ
れ
ば
恥
と
す
る
吉
茂
な
る
人
物
が
居
た
。

こ
の
吉
茂
は
同
郡
に
中
正
と
し
て
赴
任
し
て
来
た
王
嘉
に
「
郷
品
」
と
し
て
は
上
第
を
つ
け
ら

れ
な
が
ら
、
「
状
」
は
甚
だ
批
評
の
「
徳
優
れ
ど
も
、
能
少
な
し
」
と
の
評
目
を
つ
け
ら
れ
た

た
め
頗
る
不
満
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
王
嘉
時
還
爲
散
騎
郎
、
薦
翔
郡
移
嘉
爲
中
正
。
嘉
叙
吉
茂
錐
在
上
様
、
而
基
面
下
、
云

 
 
●
・
●
●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩

 
「
徳
優
能
少
」
茂
偲
日
「
痛
乎
、
我
敷
汝
父
子
冠
四
劫
人
邪
」
 
 
(
魏
志
常
求
心
注
引
武
略
)

西
晋
の
初
、
同
郷
の
孫
楚
と
王
済
は
共
に
親
交
が
あ
っ
た
。
回
雪
は
易
老
荘
を
好
み
文
詞
伎
芸

に
秀
で
清
言
を
よ
く
す
る
当
時
の
代
表
的
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
一
道
は
才
能
に
富
み
な
が
ら
豪

気
で
人
に
下
ら
ず
歳
四
十
余
に
し
て
始
め
て
鎮
東
軍
事
に
就
い
た
ほ
ど
の
自
負
、
D
の
強
さ
を
持

っ
て
い
た
。
二
人
は
若
い
頃
か
ら
隠
遁
の
志
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
又
通
謀
の
詩
を
王
済
が
批

評
し
た
り
土
地
人
物
の
美
を
評
し
合
っ
た
り
し
た
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
王
済
が
郷
里
の
州
大
中

正
(
郡
中
正
を
監
督
)
の
時
、
部
下
の
訪
問
(
郡
中
正
の
部
下
)
が
孫
楚
の
「
品
状
」
に
つ
い

て
判
断
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
王
済
は
「
こ
の
人
物
は
と
て
も
君
た
ち
が
評
言
で

き
る
人
物
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
自
ら
孫
楚
の
「
品
状
」
を
書
き
、
そ
の
人
物
評
を
「
天
才
英

博
・
亮
抜
睡
臥
」
と
認
め
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
孫
楚
玄
人
王
濟
、
豪
俊
公
子
也
。
爲
本
州
大
中
正
。
訪
問
關
豊
年
品
歌
。
濟
日
「
既
人
非

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
酒
所
能
名
」
自
運
之
日
「
天
才
英
博
、
亮
抜
不
華
」
 
 
(
魏
志
孫
資
傅
注
仁
心
陽
秋
)

壬
済
の
こ
の
孫
楚
評
は
ま
こ
と
に
抽
象
的
で
文
学
的
で
あ
る
。
老
荘
を
好
み
清
談
を
よ
く
し
文

詞
伎
芸
に
秀
で
た
代
表
的
貴
族
王
済
の
つ
け
た
評
で
あ
る
か
ら
か
く
も
文
学
的
抽
象
的
に
な
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
評
言
は
以
下
に
挙
げ
る
例
の
如
く
六
朝
を
通
じ
て
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
翫

 
州
郡
中
正
に
よ
る
官
吏
資
格
授
与
の
為
の
人
物
所
見
た
る
人
物
評
の
み
な
ら
ず
、
中
央
政
府
年

に
お
い
て
も
官
吏
の
任
免
黙
捗
を
行
う
尚
書
が
任
官
の
際
に
は
人
物
に
評
目
を
つ
け
て
い
た
。
 
研

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
ボ

魏
高
貴
郷
公
の
世
、
晋
文
王
(
司
馬
昭
)
は
大
将
軍
の
位
に
進
み
録
尚
書
事
と
し
て
尚
書
を
統
昭

轄
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
管
内
の
吏
部
郎
に
欠
員
が
で
き
人
材
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
鵬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

な
っ
た
た
め
、
錘
会
に
適
材
人
物
を
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ

 
吏
部
郎
閾
、
文
庫
問
其
人
於
鍾
會
。
會
日
「
斐
…
楷
清
通
、
王
戎
簡
要
、
皆
其
選
也
。
」
 
 
 
臓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
暮
)
麟

鍾
会
は
斐
楷
と
魚
蝋
を
椎
嘱
し
、
二
人
を
評
し
て
、
斐
楷
は
「
清
通
」
壬
戎
は
「
簡
要
」
な
人
物
醇

で
従
っ
て
共
に
適
任
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
鍾
会
が
下
し
た
人
物
評
も
ま
こ
と
に
抽
象
的
で
あ
籍

る
・
ち
な
み
轟
会
は
博
学
に
し
て
正
理
籍
撫
し
談
論
の
主
題
た
る
『
才
性
四
本
論
』
を
著
綿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工

わ
し
て
樒
康
に
そ
の
批
評
を
請
い
、
又
正
始
の
音
の
代
表
細
工
と
並
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
綿

 
西
晋
天
帝
の
時
代
、
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
吏
部
尚
書
・
尚
書
僕
射
と
し
て
人
物
鈴
衡
に
当

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
た
の
は
竹
林
七
賢
の
一
人
山
濤
で
あ
っ
た
。
山
.
 
濤
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
山
司
徒
前
後
選
、
殆
周
遍
百
官
、
駆
無
失
才
。
凡
所
題
目
、
皆
野
当
言
。
 
(
世
説
政
治
)

殆
ど
百
官
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
選
官
に
当
り
、
人
材
を
見
誤
る
こ
と
な
く
し
か
も
推
挙
の
際

に
つ
け
た
人
物
評
は
す
べ
て
そ
の
言
葉
通
り
に
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
が
推
挙
の

際
に
つ
け
て
上
奏
し
た
人
物
評
は
当
時
『
山
公
月
一
』
と
称
さ
れ
、
今
も
そ
の
断
片
が
残
っ
て

い
る
。

 
濤
所
動
起
抜
人
物
、
各
爲
題
目
、
時
三
山
公
啓
事
。
 
(
一
書
山
濤
傳
)

 
 
 
 
 
 
 
ゆ

 
山
公
黒
土
 
三
巻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
晴
志
総
集
類
)
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『
山
公
啓
事
』
に
よ
っ
て
申
央
政
府
に
お
け
る
選
官
と
人
物
評
目
を
見
て
み
る
に
、

山
濤
痛
事
日
、
吏
部
郎
史
匪
賊
三
山
、
三
選
、
濤
薦
玩
三
日
昼
勲
寡
鞠
溌
識
涛
濁
・

天
物
不
能
移
也
。
若
在
官
人
三
三
、
必
妙
絶
於
時
。
」
詔
三
陸
亮
。
 
(
世
説
賞
部
民
引
)

恥
部
郎
(
官
吏
の
選
任
を
扱
う
・
官
位
高
く
な
い
が
重
要
職
)
の
史
前
が
職
を
去
・
て
欠
員
と

な
っ
た
時
山
濤
は
仁
平
を
推
薦
し
た
。
そ
の
玩
威
評
は
「
眞
素
寡
欲
、
深
識
清
濁
」
、
嗜
欲
少

な
く
清
濁
わ
き
ま
え
生
き
方
が
率
直
で
あ
る
と
い
う
。
玩
威
は
玩
弄
の
兄
の
子
で
、
玩
籍
と
共

に
竹
林
七
賢
の
一
人
。
そ
の
任
誕
ぶ
り
は
有
名
で
酒
に
耽
り
音
楽
を
解
し
、
更
に
は
愛
す
る
誓

言
の
侍
女
が
去
っ
て
行
く
時
母
の
喪
中
で
あ
り
な
が
ら
喪
服
の
ま
ま
追
い
か
け
て
連
れ
戻
し
妻

に
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
の
人
々
は
皆
彼
の
す
る
こ
と
を
認
し
ん
だ
が
、
し
か
し
彼
と
一

緒
に
い
て
み
る
と
い
か
に
も
嗜
欲
が
少
な
く
自
由
奔
放
な
の
で
皆
そ
れ
ま
で
の
批
判
を
忘
れ
た

と
い
う
。
山
濤
は
こ
の
玩
威
の
真
清
を
十
分
見
抜
い
た
上
で
、
し
か
も
武
帝
が
任
用
し
な
い
こ

と
は
最
初
か
ら
分
っ
て
い
な
が
ら
彼
を
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
果
し
て
武
帝
は
「
右
図
浮
虚
」

の
理
由
で
玩
威
を
用
い
ず
陸
亮
を
任
用
し
た
。
 
(
世
説
賞
轡
注
引
竹
林
七
賢
論
及
習
陽
秋
)

こ
の
時
、
院
威
を
推
す
山
濤
と
陸
亮
を
推
す
賞
充
と
の
聞
で
論
争
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
質

充
は
そ
れ
ま
で
も
自
分
よ
り
位
は
低
い
山
濤
と
意
見
が
対
立
し
自
分
の
思
う
よ
う
に
選
挙
に
当

れ
な
か
っ
た
た
め
、
腹
心
の
陸
亮
を
部
下
に
採
用
し
て
対
立
し
た
時
は
昧
方
に
し
ょ
う
と
考
え

て
い
た
。
非
職
は
賞
充
の
推
す
陸
餌
は
左
丞
相
に
こ
そ
す
べ
き
で
無
官
の
才
な
ど
な
い
と
主
張

し
た
が
、
結
局
玩
威
の
任
誕
が
禍
い
し
て
帝
は
陸
亮
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
陸
亮
は

後
収
賄
の
事
件
を
起
し
免
官
に
な
っ
て
い
る
。
 
(
世
説
政
事
注
引
各
諸
公
質
)
 
こ
の
吏
三
郎

に
不
採
用
に
な
っ
た
頃
の
玩
威
を
で
あ
ろ
う
、
一
目
見
て
心
酔
し
思
わ
ず
嘆
服
し
た
の
が
郭
変

で
あ
っ
た
。
郭
変
も
ま
た
山
濤
に
よ
っ
て
侍
中
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
。

 
山
、
運
筆
吏
部
尚
書
十
有
飴
年
、
毎
官
臥
、
謹
啓
擬
数
人
。
日
、
「
侍
中
彰
椹
遷
、
當
選
代
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
按
雍
州
刺
史
一
塁
、
高
嶺
有
雅
量
、
在
兵
聞
少
、
不
濫
下
情
、
虚
朝
廷
、
足
以
粛
正
左
右
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
右
衛
一
軍
三
三
、
引
高
茂
美
、
後
來
之
冠
、
此
二
人
誠
顧
問
之
秀
、
聖
意
償
惜
濟
、
貴
之
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
通
典
選
畢
二
)

こ
の
場
合
侍
中
に
二
人
を
同
時
に
推
薦
し
て
い
る
。
三
州
刺
史
の
郭
変
と
右
衛
将
軍
の
王
済
は

共
に
第
四
品
。
侍
中
は
第
三
品
で
あ
る
か
ら
昇
格
で
あ
る
。
「
高
簡
有
雅
量
」
の
郭
変
と
「
才

高
茂
美
」
の
王
済
と
甲
乙
つ
け
難
い
二
人
を
推
薦
し
て
武
帝
の
裁
定
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
侍

中
に
は
こ
の
時
州
大
中
正
と
し
て
孫
楚
の
品
状
を
自
ら
つ
け
た
王
済
が
選
ば
れ
て
い
る
。
郭
は

や
は
り
第
三
品
に
昇
格
し
て
尚
書
に
任
用
さ
れ
た
。
更
に
樒
紹
を
推
薦
し
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
公
啓
事
日
、
詔
選
秘
書
丞
。
濤
薦
日
「
樒
紹
平
簡
温
敏
、
有
文
思
、
叉
暁
音
、
當
成
濟

 
也
、
摘
宜
先
作
秘
書
郎
。
」
詔
日
「
紹
如
此
、
便
可
爲
丞
、
不
足
復
動
乱
也
。
」
⑮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
政
事
罫
引
)

梧
紹
は
械
康
の
子
で
あ
る
。
秘
書
丞
(
第
六
品
)
は
宮
中
の
図
書
を
回
る
。
特
に
後
の
南
朝
で

は
天
下
第
一
の
清
官
と
称
せ
ら
れ
、
秘
書
丞
に
な
れ
ば
そ
の
家
は
一
流
の
貴
族
で
あ
る
こ
と
の

証
拠
と
さ
れ
た
官
で
あ
る
。
(
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
三
二
〇
頁
)
 
そ
の
秘
書
丞
を
選
べ
と

の
詔
が
出
た
。
山
窟
は
樒
康
の
遺
児
を
そ
れ
で
も
秘
書
丞
よ
り
は
一
段
低
い
秘
書
郎
に
と
控
え

目
に
推
薦
し
た
。
 
「
平
簡
温
敏
」
に
し
て
文
才
が
あ
り
又
音
楽
に
も
通
じ
て
い
る
か
ら
秘
書
官

と
し
て
十
分
な
し
お
お
せ
る
人
物
だ
と
。
な
ぜ
直
接
秘
書
丞
に
推
挙
せ
ず
に
一
段
低
位
の
秘
書

室
に
推
薦
し
た
の
か
。
そ
れ
は
樒
紹
の
父
械
康
は
武
官
の
父
君
晋
文
王
(
司
馬
昭
)
の
権
力
の

下
に
詠
殺
さ
れ
た
た
め
山
濤
は
そ
の
遺
児
を
武
帝
に
対
し
て
椎
下
し
難
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
脱

又
自
分
に
帝
の
憤
激
が
飛
ん
で
来
る
の
を
着
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
武
帝
は
そ
れ
ほ
ど
d

の
人
物
な
ら
す
ぐ
に
も
丞
に
す
べ
き
で
郎
に
し
て
お
く
必
要
は
な
い
と
継
し
て
、
丞
と
し
て
任
曲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漁

用
し
た
。
樒
紹
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
推
挙
で
あ
り
任
官
で
あ
っ
た
。
時
に
二
十
八
才
、
父
樒

灘
羅
縫
奪
麟
瑠
雑
然
辮
鰯
網
思

死
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
諭
し
た
。
樒
紹
は
秘
書
丞
か
ら
徐
州
刺
史
(
第
四
品
)
を
紬

経
て
散
騎
常
侍
・
侍
中
(
第
三
品
)
を
歴
任
し
、
忠
義
列
傳
に
名
を
列
ね
て
い
る
。
 
 
 
 
 
T

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加

 
『
山
公
啓
事
』
は
竹
林
七
賢
の
一
人
と
し
て
魏
晋
の
世
に
生
き
七
十
八
才
の
長
寿
を
全
う
し
u

纐
て
の
強
縫
製
賑
返
読
質
縫
誘
鰯
謙
羅
晶

。
官
職
に
欠
員
が
出
た
場
合
そ
の
壇
人
事
に
つ
い
て
山
濤
が
携
わ
.
 
た
記
録
で
あ
る
こ
と
㎏

。
 
欠
員
が
出
た
官
職
は
い
か
な
る
職
務
内
容
か
を
記
し
椎
熱
す
る
人
物
の
人
物
評
と
推
挙
理

由
を
添
え
て
朝
廷
に
上
奏
し
、
天
子
の
判
断
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
人
事
の
結
果
を
天
子
の
詔

と
し
て
末
尾
に
記
載
す
る
形
式
を
持
つ
こ
と
 
。
 
山
濤
の
死
の
直
前
ま
で
を
内
容
と
し
て
有

つ
こ
と
 
。
 
評
語
は
六
朝
に
特
徴
的
な
抽
象
的
難
解
な
語
彙
と
古
来
の
儒
風
精
神
に
よ
る
評

語
が
混
在
す
る
こ
と
 
。
 
古
く
は
費
弓
田
・
斐
隅
一
の
三
巻
本
・
十
巻
本
が
流
伝
し
た
こ
と

等
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
玉
茎
に
お
け
る
人
物
批
評
は
九
品
官
人
法
制
定
に
よ
る
人
物
評
の
制
度
化

を
契
機
と
し
て
隆
盛
し
、
士
大
夫
に
官
吏
へ
の
道
と
い
う
一
つ
の
緊
張
を
与
え
な
が
ら
盛
行
し

て
来
た
の
で
あ
る
。
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二
、
人
物
批
評
と
清
談

 
魏
晋
の
人
物
批
評
が
選
挙
制
度
と
密
切
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
来
た
が
、
そ
の
際
に

気
付
い
た
こ
と
は
魏
初
の
人
物
評
が
「
徳
優
能
少
」
 
(
前
述
王
嘉
の
人
物
品
状
)
の
如
く
分
り

易
い
の
に
比
べ
魏
の
中
期
を
過
ぎ
る
と
「
清
通
」
 
「
簡
要
」
(
鍾
会
)
「
亮
抜
不
翠
」
 
(
王
済
)

「
眞
素
寡
欲
、
深
識
清
濁
」
 
「
高
簡
雅
量
」
「
平
気
温
敏
」
 
(
山
影
)
の
如
く
表
現
が
抽
象
的

で
評
語
の
中
に
滝
野
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
難
解
に
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何

を
意
昧
す
る
の
か
。

穿
初
の
人
物
評
が
分
り
易
い
の
は
、
国
家
の
草
創
期
と
い
う
政
治
的
な
背
景
が
関
係
す
る
。
つ

ま
り
国
家
建
設
・
政
権
安
定
の
た
め
に
必
要
な
の
は
「
倹
節
」
 
「
清
正
」
 
「
貞
実
」
 
「
遜
行
」

の
人
物
で
あ
っ
た
。

 
其
選
用
、
先
副
子
節
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
辰
口
和
治
傳
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
亡
兄
用
、
倹
見
計
正
之
士
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
丁
子
毛
玖
傳
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
毛
新
、
其
典
選
墾
、
抜
貞
和
、
斥
副
直
、
進
遜
行
、
抑
阿
黛
。
 
 
(
同
注
引
先
賢
行
朕
)

古
来
の
儒
教
的
な
経
国
済
民
の
士
が
嘱
望
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
の
散
騎
常
侍
王
象
が
魏
信
望

に
上
申
し
て
変
乱
を
推
薦
し
た
こ
と
ば
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
文
帝
践
昨
、
復
在
南
陽
。
時
母
恋
五
号
五
常
侍
、
薦
俊
日
「
伏
見
南
陽
太
守
楊
俊
、
乗
純

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
粋
之
量
質
、
蘭
留
鳶
荒
砥
量
、
膿
仁
足
以
育
物
、
篤
實
足
以
動
衆
、
克
長
後
進
、
恵
訓
不

 
倦
、
外
寛
内
直
、
仁
而
有
噺
。
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
魏
志
楊
俊
傳
)

難
解
に
な
る
の
は
、
草
創
期
を
経
て
国
家
が
安
定
し
て
来
る
と
貴
族
化
が
進
み
よ
り
幅
広
い
才

能
と
教
養
が
必
要
に
な
り
国
家
及
び
社
会
が
要
求
す
る
士
大
夫
へ
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
来

た
こ
と
、
つ
ま
り
文
化
的
な
背
景
が
そ
れ
以
後
の
人
物
評
を
抽
象
的
多
彩
な
も
の
に
し
た
の
と

関
係
す
る
。
と
り
わ
け
正
始
年
間
王
弼
・
何
曇
を
代
表
と
す
る
玄
妙
虚
勝
を
言
う
「
正
始
の
音
」

は
以
後
の
人
物
評
に
大
き
く
影
響
し
、
よ
り
哲
学
的
抽
象
的
難
解
な
も
の
に
し
た
と
言
え
よ

う
。
先
に
挙
げ
た
鍾
会
の
「
斐
楷
清
通
、
王
戎
簡
要
」
の
評
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
鍾
会
は

正
始
の
音
の
代
表
王
弼
よ
り
一
歳
年
長
で
あ
り
若
き
よ
り
王
弼
と
共
に
世
に
名
を
知
ら
れ
互
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯

に
論
を
戦
わ
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
。
 
(
魏
志
鍾
曾
祖
及
注
引
物
弼
傅
)

 
こ
う
し
た
こ
と
に
突
き
当
っ
て
み
る
と
人
物
評
と
清
談
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
魏
晋
の
清
談
に
関
し
て
、
そ
の
起
源
、
名
題
に
よ
る
清
談
家
各
派
の
分
析
、
そ
の
実
態
等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑰

の
考
察
は
先
学
の
業
績
に
負
う
と
し
て
、
で
は
人
物
評
語
の
多
彩
化
と
清
談
と
の
関
係
の
実
態

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
人
物
評
の
隆
盛
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を
見
せ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
清
談
は
一
人
で
行
う
も
の
で
は
な
く
そ
こ
に
は
同
程
度
の
教
養
と
見
識
を
持
っ
た
複
数
以
上

の
人
士
が
存
在
し
、
従
っ
て
彼
ら
が
集
ま
る
だ
け
の
会
合
場
所
が
存
在
し
て
い
た
。
竹
林
の
七

賢
の
集
ま
り
は
と
み
に
有
名
だ
が
、
こ
の
会
合
の
風
も
後
漢
末
に
始
ま
り
魏
晋
に
お
い
て
隆
盛

す
る
。
後
漢
末
、
そ
の
家
に
通
さ
れ
れ
ば
龍
門
に
登
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
登
龍
門
で
有

名
な
李
暦
の
邸
宅
に
は
太
学
游
士
が
多
数
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
太
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
人
物

品
題
で
有
名
な
郭
泰
・
旧
藩
で
あ
り
(
後
漢
書
旧
蹟
傅
符
融
傅
)
、
又
建
安
七
子
の
一
人
孔
融
は

こ
こ
で
十
才
余
り
に
し
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
(
噛
癖
孔
融
着
注
引
台
漢
書
)

魏
初
に
お
い
て
は
、
螂
邪
太
守
単
子
春
の
邸
宅
で
は
賓
客
百
余
人
に
の
ぼ
る
大
会
合
が
開
か
れ

能
言
の
士
が
集
ま
っ
て
い
た
。
易
占
で
有
名
に
な
っ
た
管
轄
は
十
五
才
の
時
そ
の
会
合
に
招
か

れ
、
衆
士
と
論
難
攻
劫
し
神
童
の
號
を
得
て
い
る
。
(
魏
志
管
轄
傅
四
面
絡
別
傅
)
 
正
始
年
間

何
曇
は
地
位
も
名
望
も
山
口
同
く
談
客
は
坐
に
満
ち
て
い
た
。
未
だ
弱
冠
な
ら
ざ
る
脚
力
弼
は
出
か
舗

け
て
面
会
し
満
座
の
談
客
の
前
で
そ
の
談
論
の
卓
越
し
た
所
を
見
せ
て
い
る
。
 
(
世
説
文
學
)
 
年

西
晋
に
お
い
て
は
、
巨
万
の
資
産
霧
り
姦
の
文
人
を
金
谷
園
に
招
い
て
詩
を
作
ら
せ
若
鮒

崇
と
と
も
に
豪
奢
で
有
名
な
の
は
、
孫
楚
の
人
物
品
状
を
自
ら
つ
け
た
貴
公
子
王
済
で
あ
る
。
武
昭

寡
自
ら
臨
幸
し
た
と
い
う
豪
邸
の
馬
場
は
銭
導
き
つ
め
て
い
た
め
た
舞
と
呼
ば
れ
た
鵬

ほ
ど
だ
が
、
そ
の
王
済
は
孫
楚
と
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
土
地
や
人
物
の
よ
さ
を
批
評
し
合
っ
て
い
第

る
。
(
世
説
汰
修
言
語
)
 
又
落
筆
の
武
帝
は
時
の
談
遊
貴
族
た
ち
を
宮
廷
に
招
い
て
伎
芸
の
事
酷

を
話
題
に
談
論
し
て
い
る
。
 
(
世
説
豪
爽
)
 
東
晋
に
お
い
て
は
蘭
学
の
会
が
有
名
で
、
王
義
耽

之
・
謝
安
・
謝
尚
・
孫
緯
・
李
充
・
許
詞
・
支
遁
等
は
会
稽
の
蘭
亭
に
お
い
て
清
談
と
賦
詩
の
轍

峯
を
催
し
て
お
り
(
世
説
企
羨
注
引
義
之
茅
葺
叙
)
・
又
会
肇
時
代
の
嬰
帝
の
邸
嘉

に
は
当
時
の
一
流
の
名
士
謝
安
.
 
毒
.
 
劉
憐
●
股
浩
・
許
詞
.
 
孫
盛
・
支
遁
・
竺
法
深
な
ど
離

糠
ま
誌
緯
靱
媒
贋
雛
勤
雛
珊
㎏
難
礁

い
詩
を
賦
し
伎
芸
論
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
た
。

 
こ
の
よ
う
な
会
合
で
の
人
物
評
を
見
て
ゆ
く
と
、

 
諸
名
士
共
至
洛
王
覇
。
還
、
樂
令
問
王
夷
凶
日
「
今
日
戯
樂
乎
。
」
王
日
「
斐
僕
射
善
談
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理
、
混
混
有
雅
致
。
張
茂
先
論
史
話
、
廃
靡
可
騨
。
我
與
王
安
豊
説
延
陵
子
房
、
亦
超
超

 
玄
著
。
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
言
語
)

西
晋
の
世
、
時
の
談
論
燈
燭
広
・
王
術
・
斐
顧
・
張
華
・
王
戎
た
ち
は
洛
水
の
ほ
と
り
に
出
か

け
て
清
談
を
し
て
遊
ん
だ
。
そ
の
時
の
題
目
は
名
理
の
談
論
・
『
史
記
』
 
『
漢
書
』
に
つ
い

て
、
及
び
歴
史
上
の
人
物
延
陵
季
札
と
張
良
子
房
の
比
較
論
で
あ
っ
た
。
私
行
の
ほ
と
り
か
ら

帰
っ
て
来
て
、
今
日
の
遊
び
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
楽
広
と
王
彷
の
間
で
各
人
の
談
論
ぶ
り
を
批
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評
し
合
っ
て
い
る
。
王
妃
は
各
人
の
談
論
が
そ
れ
ぞ
れ
「
混
混
有
雅
致
」
 
「
靡
歴
可
聴
」
 
「
超

超
甲
羅
」
で
あ
っ
た
と
批
評
す
る
。
実
際
の
清
談
に
よ
る
遊
び
と
、
そ
の
清
談
ぶ
り
を
批
評
す

る
と
い
う
二
重
の
楽
し
み
方
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
選
挙
の
た
め
と
い
っ
た
竪
苦
し
さ
は
無

く
貴
族
の
サ
ロ
ン
を
構
成
す
る
遊
び
の
精
神
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
遊
び
の
精
神
は

東
晋
に
な
る
と
益
々
顕
著
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 

 
純
理
酒
蔵
長
史
在
瓦
官
寺
集
、
桓
護
軍
亦
在
坐
、
止
ハ
酎
略
図
朝
画
具
左
ん
吻
。
或
問
「
杜

 
弘
治
何
迂
回
虎
。
」
桓
答
日
「
弘
治
暦
涛
、
衛
虎
癸
癸
仲
△
7
。
」
王
劉
善
其
言
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
品
藻
)

仏
教
の
隆
肇
反
映
し
て
会
合
場
所
は
蕃
寺
で
あ
㍉
瓦
官
寺
は
し
ば
し
ば
清
談
の
場
と
し

て
登
場
す
る
が
そ
の
瓦
官
寺
に
已
前
・
王
濠
・
桓
伊
が
集
ま
っ
て
西
晋
と
東
晋
の
人
物
に
つ
い

て
品
評
し
た
。
美
男
と
し
て
有
名
な
杜
叉
(
東
晋
)
と
衛
新
(
西
晋
)
を
比
べ
て
ど
う
か
・
同

座
の
桓
伊
は
、
杜
叉
は
「
膚
清
」
衛
琉
は
「
変
変
動
令
」
と
即
評
す
る
。
王
濠
・
劉
憐
は
そ
の

批
評
に
感
心
し
た
。
容
止
篇
に
引
く
『
江
左
名
士
傳
』
で
は
劉
淡
・
謝
尚
が
出
席
し
た
座
で
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 

じ
よ
う
に
「
杜
叉
は
清
配
向
上
、
後
來
の
美
た
り
。
陰
面
は
凝
脂
の
如
く
、
眼
は
鮎
漆
の
如

し
。
ほ
ぼ
衛
新
に
方
ぶ
る
を
得
べ
し
。
」
と
杜
叉
・
衛
琉
二
人
の
容
姿
を
比
較
し
て
い
る
。
こ

こ
に
は
政
治
や
世
務
の
実
務
的
な
仕
事
か
ら
超
越
し
た
貴
族
達
の
楽
し
い
遊
び
の
姿
の
み
が
見

 
 
 
 

ら
れ
る
。
同
じ
く
滋
養
の
世
の
こ
と
で
あ
る
、

 
庚
亮
周
顎
桓
郵
一
代
名
士
、
一
見
和
尚
、
披
衿
致
契
。
舗
鳶
回
転
伶
肝
、
芝
之
恭
得
。
有

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
云
「
 
隊
長
可
構
卓
朗
」
於
五
二
始
盗
磋
、
三
階
標
之
極
。
 
(
世
説
賞
轡
注
引
高
座
傅
)

高
座
道
人
畠
 
黎
密
は
中
国
語
を
話
さ
な
い
西
域
の
僧
。
西
晋
一
志
年
間
に
初
め
て
や
っ
て
来

て
以
来
そ
の
威
風
堂
々
た
る
風
格
は
当
時
の
人
々
に
旋
風
を
巻
き
興
し
多
大
の
興
味
を
覚
え
さ

せ
た
。
一
代
の
鐸
々
た
る
名
士
庚
亮
・
一
口
・
桓
孫
等
は
そ
の
四
坐
道
人
に
人
物
評
を
つ
け
よ

う
と
し
た
。
誰
も
が
納
得
す
る
人
物
評
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
か
な
か
で
き
な

い
。
そ
の
う
ち
座
中
の
一
人
が
「
卓
朗
」
と
言
え
よ
う
と
評
目
を
つ
け
た
。
こ
の
「
卓
朗
」
は

ま
さ
し
く
満
座
を
捻
ら
せ
る
評
目
で
あ
っ
た
。
桓
孫
は
こ
れ
こ
そ
標
目
の
極
だ
と
感
嘆
す
る
。

こ
の
話
は
人
物
批
評
の
流
れ
の
中
で
特
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
高
座
道
人
と
い
う
言
い

知
れ
ぬ
風
格
を
持
つ
人
物
の
微
妙
な
風
趣
を
、
よ
り
的
確
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
評
目
を
つ
け
て

表
現
し
よ
う
と
心
を
砕
き
、
し
か
も
そ
れ
を
競
争
し
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
や

は
り
選
挙
任
用
の
た
め
の
人
物
評
の
よ
う
な
堅
苦
し
さ
は
な
い
。
醸
し
出
す
雰
囲
気
の
よ
り
微

妙
な
趣
き
を
い
か
に
正
確
に
表
現
す
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
微
妙
な
感
覚
は
後

下
之
の
人
物
評
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
微
妙
な
趣
き
を
追
求
す
る
感
覚
は
、
魏

晋
の
入
物
評
に
お
い
て
初
め
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
働
・
こ
の
感
覚
が
轟
の
姦
霧
を

言
う
正
始
の
音
に
よ
る
清
談
と
晋
朝
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
相
侯
っ
て
「
清
通
」
 
「
簡
要
」

コ
ロ
同
簡
雅
量
」
 
「
亮
抜
不
仁
」
 
「
変
変
神
令
」
 
「
超
超
玄
著
」
 
「
清
標
年
上
」
 
「
卓
朗
」
の
如

き
、
又
「
風
骨
.
 
風
標
・
風
韻
・
風
神
・
風
期
・
風
領
・
風
操
・
風
頴
・
風
概
・
風
績
・
風
器

.
 
風
竪
.
 
風
色
.
 
風
腿
.
 
風
姿
・
風
宇
」
 
「
開
平
・
開
濟
・
開
率
・
開
諮
・
開
悟
・
開
膿
・
開

脂
.
 
開
爽
.
 
開
達
.
 
開
美
・
開
抜
・
開
敏
」
「
天
骨
・
骨
幹
・
風
骨
・
正
骨
・
骨
氣
・
肚
骨
・

三
吉
.
 
氣
骨
.
 
奇
骨
」
 
「
三
局
・
意
局
・
一
局
・
識
局
・
智
局
・
局
量
・
局
陳
・
局
幹
・
局

地
」
 
「
器
量
・
良
器
・
名
器
・
器
明
・
器
望
・
器
識
・
才
器
・
風
器
・
器
度
・
膿
器
・
器
素
・

成
器
.
 
器
賞
.
 
器
重
・
弘
器
・
器
業
・
護
摩
」
 
「
高
張
・
思
韻
・
志
韻
・
大
家
・
天
韻
・
韻
度

.
 
風
韻
」
 
コ
局
量
.
 
開
朗
.
 
筆
順
・
疏
朗
・
清
朗
・
爽
朗
・
通
朗
・
標
朗
・
敏
朗
・
朗
抜
・
朗
鯉

越
.
 
英
朗
・
朗
僑
・
朗
贈
・
潜
朗
・
朗
悟
・
朗
達
・
朗
肇
・
徹
朗
・
秀
朗
・
聰
朗
・
朗
徹
」
の
M

如
き
評
語
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
翰
・
 
 
 
 
 
 
 
甑
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三
、
入
物
批
評
の
盛
行
・
人
物
伝
と
世
時
の
関
心
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M

 
し
か
し
な
が
ら
人
物
評
は
単
に
清
談
の
座
の
中
で
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
い
か
に
当
㏄

時
に
あ
っ
て
人
物
を
評
す
る
風
が
広
く
浸
透
し
て
い
た
か
。
そ
れ
は
魏
晋
に
お
い
て
『
海
内
士
血

品
銅
色
交
帝
撰
・
『
海
内
先
賢
傳
』
魏
器
時
撰
・
『
汝
南
先
糠
』
魏
周
章
・
『
會
監

先
賢
傳
』
呉
謝
承
撰
・
『
高
士
傳
』
逼
士
傅
』
西
璽
衷
皿
撰
・
『
名
士
傳
』
東
董
婁
撰
恥

・
『
日
日
高
士
傅
』
審
習
影
響
局
嬰
別
傳
』
『
蔑
別
傅
』
『
禦
別
話
』
『
高
座
別
㎡

傳
』
な
ど
の
人
物
伝
が
多
警
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
・
『
世
説
新
語
』
や
聯

『
三
國
志
』
の
注
に
引
か
れ
た
こ
れ
ら
の
人
物
伝
は
屠
志
』
や
『
唐
志
』
の
時
代
に
既
霰
㎞

逸
し
て
そ
の
半
分
す
ら
載
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
清
銚
振
宗
の
『
三
國
藝
文
志
』
文
一
式
の
『
補
奮

書
藝
文
志
』
 
(
二
十
五
史
補
篇
収
)
に
よ
っ
て
そ
の
全
容
を
知
る
ほ
か
な
い
が
、
こ
う
し
た
人

物
伝
が
郷
土
別
に
個
人
別
に
そ
し
て
年
代
別
に
多
数
著
わ
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
ま
ま
人
物
と
人

物
を
評
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
い
か
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
『
語
林
』
と
『
漢
曹
春
秋
』
に
つ
い
て
見
る
に
、
『
階
志
』
に
、
「
語
林
十
巻
東
巫
日
盧

士
斐
啓
撰
亡
」
と
記
す
『
語
林
』
の
著
者
斐
啓
は
、
若
い
時
か
ら
風
姿
す
ぐ
れ
て
才
気
が
あ
り

好
ん
で
古
今
の
人
物
を
論
じ
て
い
た
。
そ
の
彼
が
漢
魏
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
の
言
語
応
対
の

す
ぐ
れ
た
も
の
を
選
択
収
集
し
て
『
語
林
』
十
巻
を
も
の
に
し
た
の
は
、
東
晋
隆
和
年
間
(
三

六
二
～
三
六
三
)
で
あ
っ
た
。
時
恰
も
人
々
は
そ
う
し
た
事
を
好
ん
だ
た
め
忽
ち
の
う
ち
に
流

行
し
、
当
時
の
若
者
た
ち
は
競
い
合
っ
て
『
語
林
』
の
コ
ピ
ー
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
が
一
本
を
持
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⑳

つ
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
 
(
世
説
文
學
輕
誕
及
注
)
 
『
談
林
』
の
内
容
は
、
 
「
壬
濠
が
劉
憐

に
向
か
っ
て
言
っ
た
。
 
『
あ
な
た
は
近
頃
随
分
成
長
し
た
ね
』
劉
淡
が
言
っ
た
。
『
あ
な
た
は

仰
い
で
見
ま
す
か
』
王
権
が
そ
の
意
味
を
問
う
と
、
劉
憐
が
言
っ
た
。
『
で
な
け
れ
ば
ど
う
し

て
天
の
高
さ
が
測
れ
ま
し
ょ
う
』
」
(
世
説
言
語
注
引
語
林
)
と
い
っ
た
機
知
に
富
ん
だ
や
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
り
を
採
録
し
、
或
は
「
有
人
目
杜
弘
治
『
標
鮮
甚
清
令
、
初
若
零
話
、
容
無
韻
非
、
盛
徳
之

風
、
可
樂
詠
也
。
』
」
(
世
説
賞
轡
注
引
音
林
)
と
い
っ
た
人
物
批
評
語
を
収
め
た
も
の
で
あ
っ

た
。
又
『
階
志
』
に
「
漢
奮
陽
秋
四
十
七
巻
詑
懇
帝
 
巫
日
榮
陽
太
守
口
墾
歯
撰
」
と
記
す
『
漢

 
 
⑳

替
春
秋
』
の
著
者
習
難
歯
は
病
を
押
し
て
四
十
七
巻
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
が
、
旧
来
史
学
の

才
能
が
非
凡
で
文
筆
に
よ
っ
て
頭
.
 
角
を
見
わ
し
た
才
能
豊
か
な
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
楚
国
出

身
で
あ
る
習
馨
歯
は
青
州
出
身
の
伏
図
と
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
で
あ
る
青
楚
の
人
物
を
論
じ
合
っ

て
も
い
る
。
 
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
は
そ
の
著
『
三
冠
春
秋
』
に
お
け
る
習
日
歯
の
人
物
批

評
は
抜
群
の
も
の
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
 
『
漢
脅
春
秋
』
に
お
け
る
習
墾
歯
の
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
と
は
、
そ
の
「
庚
翼
博
」
の
「
翼
風
儀
美
学
、
才
能
幽
豆
田
、
少
有
経
緯
大
暑
。
…
 
」

(
世
説
豪
爽
注
壮
漢
習
春
秋
)
の
如
き
庚
翼
の
為
人
を
髪
髭
と
さ
せ
る
評
語
の
的
確
さ
、
及
び

「
傅
三
三
」
の
「
蝦
固
渤
景
王
行
、
景
壬
未
從
、
蝦
重
言
日
『
准
楚
一
元
、
而
倹
等
負
力
遠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瞬
、
其
鋒
未
一
三
也
。
若
諸
將
三
三
利
鈍
、
大
勢
一
失
、
則
公
事
敏
 
。
』
自
註
景
三
新
割
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 

瘤
、
創
甚
、
聞
蝦
言
、
三
三
而
起
、
日
『
我
請
輿
疾
正
距
』
」
(
魏
志
傳
蝦
傳
注
引
漢
吝
春
秋
)

の
如
き
母
一
頭
の
乱
に
対
し
て
討
伐
の
兵
を
挙
げ
る
べ
き
だ
と
勧
告
す
る
傳
蝦
の
緊
迫
感
温
れ

の
言
動
と
、
そ
れ
を
聞
い
て
飛
び
上
っ
て
驚
く
司
馬
景
王
の
折
し
も
目
の
上
の
お
で
き
を
切
開

し
た
痛
み
に
よ
っ
て
な
か
な
か
腰
を
上
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
様
子
な
ど
を
生
き
生
き
と
描
写

し
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
 
『
世
説
新
語
』
に
は
こ
の
他
、
婁
宏
の
『
名
士
傅
』

(
「
名
士
傳
三
巻
 
震
野
臥
」
菖
唐
志
)
の
完
成
を
知
っ
て
謝
安
が
「
わ
し
の
冗
談
を
そ
の
ま

ま
書
物
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
笑
っ
た
話
、
及
び
康
法
暢
の
『
人
物
始
義
論
』
が
存
在
し
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

と
も
あ
れ
人
物
伝
が
世
に
出
る
と
等
々
は
高
い
関
心
を
示
し
争
っ
て
読
む
と
い
う
有
様
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
著
者
は
古
今
の
人
物
の
言
動
を
緊
迫
感
を
持
っ
て
表
現
し
、
又
そ
の
人
物
像
を

生
け
る
が
如
く
描
写
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
た
の
で
あ
る
。

 
一
方
人
物
及
び
人
物
批
評
に
対
す
る
世
間
の
高
い
関
心
は
、
こ
う
し
た
一
史
家
の
人
物
評
を

も
て
は
や
す
こ
と
に
の
み
な
ら
ず
時
人
・
世
間
そ
れ
自
体
が
人
物
に
対
し
て
面
目
を
つ
け
て
い

た
事
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
魏
の
竹
林
七
賢
の
呼
称
は
、
竹
林
の
も
と
に
集
ま
っ
て
心
ゆ

く
ま
ま
に
酒
を
飲
み
交
遊
す
る
七
人
に
対
し
て
時
の
世
が
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
四
聰
八
達

の
一
人
夏
侯
玄
の
立
派
な
風
姿
を
李
豊
の
そ
れ
と
比
べ
て
評
し
た
の
も
時
の
人
々
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ

 
時
人
目
「
夏
侯
太
初
朗
朗
如
日
月
之
詠
懐
、
李
安
國
頽
唐
如
玉
山
之
將
崩
」
 
(
世
説
容
止
)

西
晋
の
世
、
播
岳
と
夏
侯
湛
は
と
も
に
容
貌
が
美
し
く
よ
く
連
立
っ
て
歩
い
た
た
め
当
時
の
人

々
は
「
連
壁
」
と
評
し
て
い
る
。

 
溜
安
仁
夏
侯
湛
並
有
美
容
、
喜
同
行
。
時
人
謂
之
「
連
壁
」
 
 
 
 
 
(
世
説
容
止
)

斐
楷
は
人
よ
り
す
ぐ
れ
た
容
姿
を
具
え
冠
を
脱
ぎ
平
服
で
髪
が
乱
れ
て
い
て
も
な
お
美
し
か
っ

た
た
め
、
当
時
の
人
々
は
光
輝
く
「
玉
人
」
だ
と
評
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
斐
令
公
有
簡
容
儀
、
脱
冠
星
、
轟
服
、
齪
頭
、
皆
好
。
時
人
以
爲
「
玉
人
」
 
(
世
説
容
止
)

『
荘
子
』
を
播
い
て
一
尺
ば
か
り
読
ん
だ
だ
け
で
わ
し
の
考
え
と
少
し
も
違
わ
な
い
と
言
っ
て
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

の
け
た
庚
鼓
は
王
彷
.
 
斐
楷
.
 
庚
亮
ら
と
親
交
の
あ
っ
た
清
談
家
で
あ
る
が
、
そ
の
処
世
態
度
年

も
見
事
で
あ
っ
た
。
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…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和

 
時
人
目
庚
中
郎
「
善
於
託
大
、
長
於
自
藏
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
賞
響
)
 
 
昭

『
崇
自
註
』
を
著
わ
し
王
彷
.
 
楽
匠
.
 
張
華
ら
と
清
談
の
遊
び
を
行
っ
た
斐
領
は
、
そ
の
理
論
腸

と
論
難
の
才
の
豊
か
さ
に
よ
っ
て
時
の
人
々
か
ら
「
談
論
の
林
口
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
。
 
鯉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
斐
僕
射
、
時
人
謂
爲
「
言
談
之
林
籔
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
賞
饗
)
 
 
酷

西
晋
武
帝
の
世
中
書
監
に
ま
で
な
っ
た
三
筋
は
、
音
楽
に
関
し
て
卓
越
し
た
理
解
力
が
あ
り
雅
耽

楽
を
正
し
薄
商
督
の
音
階
を
達
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
万
疑
は
音
楽
の
す
ぐ
れ
た
鶏

賞
嘆
で
、
四
二
の
調
律
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
雅
楽
が
心
中
音
階
に
適
っ
て
い
な
い
と
見
抜
い
暫

て
い
た
が
、
し
か
し
一
言
も
口
に
出
し
て
は
言
わ
な
か
っ
た
。
後
農
夫
が
周
代
の
王
尺
を
発
見
欝

し
て
天
下
の
標
準
尺
が
出
土
し
た
時
・
荷
筋
が
自
分
の
調
律
し
た
楽
器
の
;
;
を
測
定
し
蝶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
郡

直
し
て
み
た
と
こ
ろ
皆
黎
粒
一
つ
分
だ
け
短
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
初
め
て
三
十
の
神
与

事
的
な
洞
察
力
に
感
服
し
た
。
当
時
の
人
々
は
荷
島
を
「
返
書
」
、
皇
威
を
「
神
解
」
と
評
し

た
と
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
荷
筋
善
解
音
聲
、
時
論
謂
之
「
闇
解
」
…
…
…
玩
威
妙
賞
、
時
謂
「
神
慮
」
 
(
世
説
術
解
)

東
晋
に
な
っ
て
、
東
出
初
の
世
論
は
温
嬌
を
第
二
流
の
上
位
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
た
た
め
、

時
の
名
輩
が
集
ま
っ
て
人
物
批
評
を
し
て
第
一
流
の
人
物
の
名
が
終
り
に
近
づ
く
と
温
嬌
は
い

つ
も
色
を
失
っ
た
。

 
世
論
温
太
眞
是
過
江
第
二
流
之
高
者
。
時
名
輩
共
説
人
物
、
第
一
將
鑑
之
間
、
温
常
失
色
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
品
藻
)

東
晋
初
の
習
慣
に
、
任
官
さ
れ
る
と
食
事
を
振
舞
う
習
わ
し
が
あ
っ
た
。
羊
曼
が
丹
陽
タ
に
任

命
さ
れ
た
時
は
食
事
は
一
度
出
せ
ば
出
し
放
し
で
遅
く
来
た
客
は
美
遣
い
も
の
に
あ
り
つ
け
な
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い
と
い
う
道
理
で
客
の
身
分
の
貴
臣
に
関
係
な
か
っ
た
が
、
羊
固
が
臨
海
太
守
を
拝
命
し
た
時

は
一
日
中
立
派
な
食
事
を
提
供
し
遅
く
行
っ
て
も
ご
馳
走
に
あ
り
つ
け
た
。
時
評
は
、
羊
固
の

豪
華
さ
は
羊
曼
の
「
真
率
」
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
評
価
を
下
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
時
論
長
駆
之
言
置
、
不
如
曼
之
真
率
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
雅
量
)

八
才
で
既
に
談
論
の
上
流
に
数
え
ら
れ
た
謝
尚
は
王
春
・
股
浩
・
王
濠
・
血
温
と
と
も
に
三
更

に
及
ぶ
清
談
を
展
開
し
て
正
始
の
音
再
現
の
場
を
作
っ
た
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
謝
尚
を
世
間

で
は
「
令
達
」
と
評
し
、
院
孚
(
院
威
の
子
)
を
「
清
暢
に
し
て
達
に
似
た
り
」
と
評
し
た
。

 
 
 
 
 
 

 
世
話
謝
尚
爲
「
令
達
」
、
轟
轟
門
訴
「
清
逸
似
達
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
賞
轡
)

若
い
頃
の
謝
安
に
『
臼
馬
論
』
を
教
え
た
ほ
ど
の
心
逸
は
、
当
時
の
人
々
か
ら
「
骨
気
は
王
義

之
に
及
ば
ず
、
簡
秀
は
劉
淡
に
及
ば
ず
、
紹
潤
さ
は
雨
風
に
及
ば
ず
、
思
子
の
点
で
は
殿
浩
に

及
ば
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
美
点
を
兼
備
し
て
い
る
。
」
と
の
評
価
を
得
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
時
人
道
玩
思
暖
「
骨
氣
不
及
高
直
、
簡
秀
不
如
眞
長
、
紹
潤
不
如
仲
祖
、
思
置
不
如
淵
源
、

 
而
兼
有
諸
人
之
美
。
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
品
藻
)

更
に
は
ま
た
西
晋
の
王
澄
の
よ
う
に
、
名
士
達
か
ら
人
物
題
目
の
名
人
、
そ
の
権
威
者
と
］
さ

れ
た
者
ま
で
存
在
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
王
夷
甫
語
樂
令
「
名
士
無
多
人
、
故
當
容
平
子
知
。
」
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
賞
轡
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
澄
風
韻
湛
達
、
志
氣
野
牛
。
從
兄
戎
、
兄
夷
甫
、
名
冠
當
年
。
四
海
人
士
、
一
爲
澄
所
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
目
立
二
二
不
復
措
意
、
云
「
已
経
平
子
」
其
見
重
如
此
。
 
 
 
(
同
注
引
王
皇
別
傳
)

東
晋
の
王
現
の
よ
う
に
、
古
今
の
史
実
や
人
物
氏
族
の
来
歴
を
譜
ん
じ
て
い
る
者
ま
で
出
現
し

て
、
折
し
も
建
康
の
都
に
臣
属
し
て
来
た
前
涼
最
後
の
天
子
張
天
錫
を
し
て
さ
す
が
に
東
晋
の

都
の
士
大
夫
だ
と
驚
嘆
さ
せ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 

 
張
天
錫
見
其
風
神
清
令
、
言
話
如
流
、
陳
説
古
今
、
無
不
貫
悉
。
又
譜
人
物
氏
族
、
中
來

 
皆
迷
想
擦
。
天
白
認
服
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
賞
讐
)

世
間
と
時
人
の
一
目
が
人
物
の
才
能
・
容
姿
・
談
論
の
妙
・
処
世
態
度
・
音
楽
鑑
賞
・
ラ
ン
ク

付
け
に
ま
で
及
び
古
今
の
人
物
氏
族
の
来
歴
を
暗
回
し
て
い
る
王
珊
の
よ
う
な
者
ま
で
存
在
し

た
こ
と
は
、
い
か
に
人
物
論
及
び
人
物
批
評
が
時
世
に
隆
盛
し
て
い
た
か
を
物
語
り
又
世
間
全

体
の
人
物
批
評
の
質
の
高
さ
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
入
物
評
の
正
確
さ

を
競
い
描
写
の
妙
を
競
う
微
妙
な
感
覚
が
生
ま
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
で
あ
っ
た
。

む
 
 
す
 
 
び

以
上
要
す
る
に
、
母
親
に
お
け
る
人
物
批
評
は
、
曹
操
の
人
材
挙
用
の
た
め
の
人
物
評
採
取

の
実
績
を
経
て
、
魏
初
九
品
官
人
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
物
に
評
目
を
つ
け
る
こ

と
が
制
度
と
し
て
確
立
し
、
人
物
批
評
が
広
く
社
会
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
選
挙
制

度
上
の
背
景
を
起
因
と
し
て
盛
行
し
た
。
高
評
目
が
高
位
任
官
に
直
結
す
る
事
実
は
魏
晋
の
士

大
夫
を
社
交
界
で
名
を
挙
げ
る
た
め
の
行
動
に
走
ら
せ
、
時
恰
も
貴
族
社
会
に
流
行
し
て
い
た

清
談
を
益
々
盛
ん
な
も
の
に
し
た
。
そ
の
清
談
の
題
目
に
玄
妙
・
名
理
の
談
論
・
詩
賦
の
文
学

論
と
と
も
に
人
物
を
論
ず
る
人
物
批
評
が
あ
り
、
人
物
批
評
は
清
談
の
集
ま
り
の
中
で
隆
盛
す

る
こ
と
に
な
る
が
清
談
が
次
第
に
社
交
生
活
の
場
で
の
教
養
と
し
て
の
遊
び
の
色
合
い
を
深
め

た
た
め
に
人
物
批
評
に
堅
苦
し
さ
は
な
く
な
り
、
微
妙
な
所
ま
で
正
確
に
表
現
す
る
よ
う
に
な

っ
て
評
語
は
一
挙
に
多
彩
に
な
り
従
っ
て
ま
た
難
解
に
な
る
と
い
う
現
実
を
生
む
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
人
物
批
評
盛
行
の
事
由
を
背
景
に
「
清
通
」
「
清
遊
」
「
神
島
」
「
令
上
」

「
簡
要
」
 
「
高
溶
」
 
「
雅
量
」
 
「
局
量
」
 
「
卓
朗
」
 
「
散
朗
」
 
「
真
率
」
 
「
開
美
」
 
「
骨
気
」

「
飾
罫
」
「
風
韻
」
「
風
令
」
「
野
並
」
「
才
局
」
「
通
達
」
等
の
人
物
評
語
が
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

付

記

 
右
に
挙
げ
た
六
朝
に
特
微
的
な
人
物
評
語
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
報
告
す
る
予
定
で
あ

る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
雑
誌
掲
載
関
係
論
文
の
文
献
複
写
に
つ
い
て
は
本
校
図
書
館
に
お

世
話
を
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

①

注

「
魏
晋
南
北
朝
通
史
」
外
篇
魏
晋
間
思
想
の
転
移
(
其
一
)
 
岡
崎
文
夫
 
「
支
那
文

学
思
想
史
」
外
篇
清
談
 
青
木
正
児
 
「
人
物
志
の
流
伝
に
つ
い
て
t
支
那
中
古
人

物
論
の
本
質
解
明
へ
の
一
試
論
1
」
岡
村
繁
(
哲
学
3
 
昭
和
2
7
年
)
 
「
郭
泰
.
 
許

勘
の
人
物
評
論
」
岡
村
繁
(
東
方
学
1
0
 
昭
和
2
9
年
)
 
「
後
漢
末
期
の
『
談
論
』
に
つ

い
て
」
期
波
六
郎
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
8
号
 
昭
和
3
0
年
)
 
「
中
国
思
想
通
史
」

第
二
三
三
十
章
漢
末
統
治
階
級
的
内
訂
与
清
議
思
想
 
侯
均
一
・
趙
紀
彬
・
杜
国
痒
・

郁
漢
生
著
(
人
民
出
版
社
 
這
鴇
年
)
「
後
漢
末
期
の
評
論
的
気
風
に
つ
い
て
」
岡
村

繁
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
文
学
2
2
 
電
ひ
O
年
)
等
の
業
績
が
あ
る
。
な
お
「

中
国
思
想
通
史
」
は
、
魏
晋
の
清
談
及
び
識
竪
品
題
の
風
は
す
べ
て
後
漢
末
の
郭
泰
が

既
に
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
郭
泰
こ
そ
が
そ
の
祖
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
 
(
第
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②③④⑤⑥

二
巻
第
四
節
四
一
〇
頁
)

 
『
人
物
志
』
に
関
し
て
は
、
前
掲
岡
村
繁
「
人
物
志
の
流
伝
に
つ
い
て
」
及
び
「
癒
犠

志
野
注
校
量
」
 
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
文
学
9
 
一
〇
9
盈
)
 
多
田
狙
介

 
「
『
人
物
志
』
万
国
上
・
下
」
 
(
史
前
2
0
2
1
 
一
〇
這
℃
一
〇
。
。
O
年
)
が
あ
る
。
な
お
前
掲

 
「
郭
泰
・
許
勘
の
人
物
評
論
」
の
中
で
岡
村
繁
氏
は
、
後
漢
の
郭
泰
に
人
物
堕
識
を
論

じ
た
中
国
最
初
の
専
著
一
巻
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
多
田
狙
介
氏
の

 
「
訳
稿
」
は
翻
訳
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

人
物
選
定
の
重
要
さ
は
古
く
『
尚
書
』
暴
陶
護
に
、
「
凄
陶
曰
く
、
都
、
人
を
知
る
に

在
り
、
民
を
安
ん
ず
る
に
在
り
と
。
萬
曰
く
、
呼
、
威
に
時
の
ご
と
き
は
、
帝
と
惟
も

其
ほ
こ
れ
を
難
し
と
す
。
人
を
知
る
は
則
ち
哲
に
し
て
、
能
く
人
を
官
す
と
。
」
と
説

く
。
梁
の
任
肪
は
、
人
物
選
定
は
帝
尭
で
さ
え
難
し
と
し
た
事
で
漢
魏
晋
に
は
称
す
べ

き
者
と
し
て
許
勘
・
郭
泰
・
毛
珊
・
山
濤
が
居
る
だ
け
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
 
(
「
爲

萢
尚
書
譲
吏
部
封
侯
第
一
表
」
文
選
巻
三
十
八
)
又
楊
家
駝
氏
は
「
人
物
志
研
究
序
」

で
古
来
経
史
に
見
え
る
知
人
の
流
れ
を
、
『
逸
密
書
』
の
「
官
人
解
」
に
は
人
の
誠
・

志
・
声
・
色
・
隠
・
徳
の
徴
し
を
観
察
し
て
官
材
の
挙
用
を
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い

る
こ
と
、
「
哀
公
問
五
義
」
に
は
庸
人
・
士
人
・
君
子
・
賢
人
・
聖
人
の
別
を
言
い
、

『
呂
氏
春
秋
』
の
「
季
春
記
」
論
人
に
は
洞
観
・
六
験
・
六
戚
・
四
丁
の
論
が
あ
る
こ

と
、
両
石
に
は
『
韓
営
外
傳
』
 
『
准
南
子
』
 
『
法
言
』
 
『
論
衡
』
な
ど
の
書
が
あ
り
才

を
論
じ
人
を
観
察
す
る
こ
と
を
論
じ
、
こ
れ
が
魏
の
劉
勘
の
『
人
物
志
』
へ
と
続
い
て

ゆ
く
、
と
そ
の
経
過
を
述
べ
て
い
る
。

「
中
国
思
想
通
史
」
の
第
二
巻
第
十
章
二
節
太
学
生
与
郡
国
学
生
的
'
'
浮
華
'
'
 
'
'
交

会
'
'
第
四
節
党
鋼
管
末
与
凝
議
的
転
向
参
照
。
な
お
郭
泰
・
符
融
肥
後
漢
末
の
人
倫

識
堕
の
士
に
つ
い
て
は
前
掲
岡
村
論
文
、
風
謡
に
つ
い
て
は
「
後
漢
に
お
け
る
七
言
の

人
物
評
語
」
今
鷹
真
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
)
が
あ
る
。

九
品
官
人
法
の
起
源
に
つ
い
て
宮
川
尚
志
氏
は
「
六
朝
史
研
究
政
治
社
会
篇
」
で
、

圧
士
鐸
の
「
建
安
に
漏
る
」
と
の
説
を
引
き
、
「
即
ち
九
品
中
正
制
の
精
神
は
曹
操
よ

り
発
し
曹
石
に
至
っ
て
実
現
し
、
魏
国
の
政
策
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
。
」
 
(
二
六
四
頁
)
と
述
べ
る
。
な
お
そ
の
例
証
と
し
て
宮
川
氏
が
挙
げ
て
お
ら
れ

る
早
上
の
「
落
書
恩
幸
傳
論
」
の
他
に
、
後
漢
の
逸
遊
十
八
年
献
帝
が
曹
操
に
与
え
た

「
冊
主
公
九
錫
文
」
に
「
君
研
其
明
哲
、
思
帝
所
難
、
官
雪
曇
賢
、
璽
善
必
學
」
 
曹

操
の
人
物
挙
用
の
功
績
を
称
え
た
文
が
あ
る
。

聯
奏
は
次
の
よ
う
に
記
載
。
 
「
初
寒
公
時
、
魏
府
初
蝶
、
以
毛
琉
草
肥
爲
東
曹
豫
史
、

 
 
鉾
衡
人
物
、
選
用
先
尚
勧
倹
。
於
是
天
下
士
人
、
皆
頓
馬
名
節
、
務
從
約
損
。
」
(
通

 
 
典
選
墾
二
)

⑦
曹
操
が
丞
相
の
時
の
嫁
属
に
は
毛
書
・
世
態
の
他
に
和
治
も
居
り
、
こ
の
和
沿
と
同
郡

 
 
の
若
者
許
混
は
曹
操
が
己
れ
の
人
物
評
を
強
要
し
た
許
砒
の
子
で
あ
っ
た
。
彼
は
魏
明

 
 
帝
の
時
尚
書
の
職
に
就
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
父
の
血
を
受
け
継
い
で
や
は
り

 
 
人
物
評
定
を
し
た
の
で
あ
る
ら
し
い
。

⑧
 
李
粛
の
人
物
評
が
伺
え
る
の
は
次
の
一
例
。
「
司
空
運
仁
少
從
南
陽
李
粛
學
、
其
讃
書

 
 
夙
夜
不
解
、
崩
寝
装
日
、
卿
宰
相
器
也
。
」
(
同
志
孫
孫
読
書
引
呉
録
)

⑨
 
「
南
北
朝
に
於
け
る
社
会
経
済
制
度
」
岡
崎
文
夫
(
弘
文
堂
)
「
六
朝
史
研
究
 
政
治

 
 
社
会
篇
」
宮
川
尚
志
(
日
本
学
術
振
興
会
)
 
「
九
品
官
人
法
の
研
究
 
科
挙
前
史
」
宮

 
 
崎
市
定
(
同
朋
社
)
他
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

⑩
中
正
に
は
胴
鉢
の
よ
う
な
中
正
ば
か
り
で
は
な
く
、
「
時
令
領
其
郡
中
正
、
定
九
品
、
年

 
 
於
叙
人
材
不
能
寛
、
然
紀
人
無
痛
、
亡
羊
久
遠
、
衡
之
算
置
。
」
(
魏
志
常
林
傳
注
引
5
7

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和

 
 
誌
略
)
人
の
才
を
戯
す
場
合
、
大
目
に
見
る
こ
と
は
し
な
い
が
短
所
に
つ
い
て
は
胸
に
昭

 
 
し
ま
っ
て
お
い
た
と
い
う
時
苗
の
よ
う
な
中
正
も
居
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
腸

⑪
 
山
濤
は
嚢
子
帝
の
景
元
中
に
も
虫
部
郎
と
し
て
選
官
に
当
っ
て
い
る
。
こ
の
時
竹
林
の
鯉

 
 
賢
友
梧
康
に
対
し
て
自
分
に
代
っ
て
二
部
郎
に
出
仕
し
な
い
か
と
働
き
か
け
た
が
、
樒
鼎

 
 
康
は
「
與
山
巨
源
絶
交
書
」
を
書
い
て
答
え
に
代
え
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
 
 
 
 
院

⑫
清
銚
白
幡
は
「
璽
羅
籍
志
護
で
・
古
義
弼
及
び
輩
の
注
し
藷
本
が
漏

 
 
在
し
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
又
厳
可
均
の
「
全
巫
日
文
」
に
は
世
説
注
・
交
選
注
・
 
酬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等

 
 
通
典
及
び
類
書
類
か
ら
引
い
た
断
片
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
業

⑬
 
史
曜
は
魏
末
晋
初
の
人
倫
平
面
の
人
周
濃
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
。
も
と
微
騰
の
身
で
町

 
 
未
だ
衆
人
の
知
る
所
と
な
ら
ざ
る
時
、
周
没
は
独
り
史
曜
を
友
と
し
自
分
の
妹
を
妻
合
宇

 
 
わ
せ
た
た
め
世
間
で
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
(
藝
文
類
聚
四
十
八
引
回
嘉
之

 
 
留
紀
)

⑭
最
後
の
「
貴
之
」
は
「
全
無
文
」
に
よ
っ
て
補
う
。

⑮
 
 
『
山
公
啓
事
』
の
原
産
の
姿
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
「
全
割
文
」
は
こ
の
『

 
 
世
説
』
政
事
注
に
引
く
梧
紹
に
関
す
る
『
山
公
啓
事
』
の
内
容
と
し
て
、
「
詔
選
…
-

 
 
濤
落
日
」
の
経
過
説
明
の
八
字
及
び
「
虚
日
…
」
の
詔
の
言
葉
十
五
字
を
削
り
山
濤
の

 
 
人
物
評
言
の
み
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
郭
変
・
王
済
に
関
す
る
『
山
公

 
 
啓
事
』
の
内
容
と
し
て
『
御
覧
』
二
百
十
九
を
引
い
て
、
「
詔
侍
中
敏
…
」
の
経
過
説

 
 
明
文
及
び
そ
れ
に
対
す
る
夫
子
の
詔
の
言
過
を
も
そ
の
内
容
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
厳
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可
均
の
採
録
上
の
判
断
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
 
『
山
公
傷
事
』
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を

改
め
て
言
及
し
た
い
。

山
濤
の
『
山
公
啓
事
』
の
人
物
評
に
は
、
「
乗
徳
尚
義
、
克
己
復
禮
」
 
「
膿
義
正
直
」

 
(
羊
祐
評
)
 
「
忠
徳
有
智
見
」
 
(
蘇
愉
評
)
の
如
く
魏
朝
草
創
期
の
人
物
評
と
同
様
儒

教
的
な
古
来
の
表
現
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
西
穿
初
の
国
家
が
か
よ
う
な
人
物

を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
諸
郡
の
中
正
に
滝
滞
の
士
を
挙
げ
さ

せ
た
武
帝
の
令
が
証
明
し
よ
う
。
 
「
令
外
郡
中
正
以
自
浄
累
滝
滞
、
一
日
忠
恪
匪
躬
、

二
日
孝
敬
霊
禮
、
三
日
友
干
兄
弟
、
四
日
潔
身
榮
謙
、
五
日
信
義
可
復
、
六
日
學
以

爲
己
。
」
(
巫
日
書
武
帝
紀
)

「
支
那
文
学
思
想
史
」
外
篇
清
談
 
青
木
正
児
 
「
魏
晋
時
代
に
お
け
る
人
間
の
発
見
」

森
三
樹
三
郎
(
東
洋
文
化
の
問
題
一
号
 
昭
和
2
4
年
)
 
「
中
国
思
想
通
史
」
第
三
譜
第

二
章
魏
晋
南
北
朝
思
想
的
性
格
与
相
貌
 
第
三
章
正
始
之
音
与
清
談
源
流

森
三
樹
三
郎
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
」
 
(
大
阪
大
学
文
学
部
 
昭
和
2
9
年
)
八
・
九
頁

に
言
及
Q

瓦
官
寺
は
『
世
説
』
の
中
で
し
ば
し
ば
清
談
の
場
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
瓦
官
寺
に

つ
い
て
谷
口
鉄
雄
氏
は
『
高
僧
傳
』
や
『
建
康
實
録
』
に
記
載
す
る
瓦
官
寺
と
『
世
説
』

の
中
の
瓦
官
寺
と
は
年
代
的
に
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
(
「
顧
榿

之
と
瓦
官
寺
」
九
州
大
学
文
学
部
四
十
周
年
記
念
論
文
集
 
昭
和
4
1
年
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

清
談
の
中
で
の
人
物
評
は
東
野
の
次
の
例
に
も
伺
え
る
。
「
諸
公
與
時
賢
共
賞
説
、
遇

胡
見
並
在
坐
。
公
子
李
弘
二
日
、
卿
家
平
陽
、
何
如
樂
令
。
」
(
世
説
品
藻
)
 
「
世
論

温
太
眞
是
過
江
第
二
流
之
高
者
。
時
名
品
共
音
人
物
、
第
一
將
市
之
間
、
温
常
失
色
。
」

(
同
)
 
ま
た
当
時
の
遊
び
の
主
流
は
「
談
論
」
 
「
文
学
」
 
「
人
物
評
」
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
「
魏
長
齊
亀
有
膿
量
、
而
才
學
非
所
経
。
初
宣
當
出
、
虞
存
嘲
之
日
、
與

卿
約
法
三
章
、
談
者
死
、
文
筆
者
刑
、
商
馨
抵
罪
。
」
(
世
説
排
調
)
こ
れ
は
才
能
学

問
が
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
天
長
斉
が
初
め
て
の
出
仕
を
控
え
て
、
虞
存
か
ら
「
談
論
す
れ

ば
死
刑
、
文
筆
を
と
れ
ば
刑
に
処
し
、
人
物
品
定
を
す
れ
ば
罪
と
す
る
ぞ
。
」
と
か
ら

か
わ
れ
た
も
の
で
、
当
時
誰
も
が
遊
び
と
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

岡
村
繁
「
後
漢
末
期
の
評
論
的
気
風
に
つ
い
て
」
二
五
頁
に
言
及
。

『
三
國
志
』
に
注
し
た
宋
の
斐
松
之
の
態
度
に
も
人
物
を
表
現
す
る
評
語
へ
の
苦
心
と

関
心
の
高
さ
が
見
ら
れ
る
。
「
臣
松
之
案
『
時
』
或
作
『
特
』
、
絹
謂
『
英
特
』
爲

是
也
。
」
(
魏
志
崔
瑛
傳
注
)
こ
れ
は
崔
瑛
が
司
馬
朗
の
弟
晋
宜
王
(
灘
)
に
対
し
て

行
っ
た
人
物
評
「
剛
断
英
時
」
へ
の
注
で
「
英
時
」
よ
り
も
「
英
特
」
ひ
と
き
わ
抜
き

㊧⑳
e's. ＝

ん
で
て
す
ぐ
れ
て
い
る
の
方
が
よ
い
と
本
文
の
語
句
を
訂
正
す
る
。
 
『
通
鑑
』
は
こ
れ

を
う
け
て
「
剛
断
英
特
」
に
し
て
い
る
。
又
、
「
臣
松
之
沼
本
傳
不
構
或
容
貌
、
故

載
『
劫
略
』
與
『
蓮
華
』
三
見
之
。
」
(
魏
二
塁
或
内
寸
)
筍
或
本
伝
に
は
荷
或
の
容

貌
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
の
で
『
計
略
』
と
『
禰
衡
傳
』
を
引
用
し
て
人
物
が
よ
く

分
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
本
伝
に
は
事
跡
の
記
載
が
あ
る
の
み
で

人
物
の
容
貌
・
風
格
を
想
像
さ
せ
る
言
葉
は
見
当
ら
な
い
。
斐
松
之
は
『
典
略
』
の

「
或
爲
綿
噛
美
」
、
『
禰
煙
管
』
の
「
泥
質
貞
亮
、
英
才
卓
攣
」
を
引
い
て
補
っ
て
い

る
。
養
母
の
本
史
に
こ
う
し
た
評
語
が
無
い
こ
と
に
気
付
い
て
斐
松
之
は
欠
落
感
を
抱

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
当
時
の
若
者
」
、
原
文
は
「
時
流
年
少
」
。
激
動
の
時
代
、
新
し
い
波
が
押
し
寄
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
時
必
ず
「
貴
游
子
弟
・
権
貴
子
弟
・
天
下
游
士
・
少
年
貴
遊
・
時
流
年
少
・
貴
勝
子
酩

弟
」
が
そ
の
新
風
を
先
取
り
し
て
い
る
。
後
雨
湿
の
太
学
生
・
游
士
の
一
大
旋
風
以
来
出

動
ら
の
動
き
は
六
朝
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
・
「
一
巡
子
弟
」
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
漁

言
及
し
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
8

『
適
適
』
に
「
漢
巫
日
春
秋
」
を
「
漢
巫
日
陽
秋
」
と
作
る
の
は
、
三
一
の
世
簡
文
帝
の
鄭
歯

后
の
諦
で
あ
る
阿
春
を
避
け
た
た
め
。
 
(
三
振
宗
 
階
書
経
籍
志
考
詮
)
 
 
 
 
 
馬

蒔
合
・
時
人
謂
・
時
論
・
時
人
虫
唾
・
時
湘
南
.
 
時
人
道
.
 
時
人
簸
り
時
人
共
創

論
・
時
人
號
・
時
人
云
」
と
い
っ
た
「
時
人
」
の
評
は
、
後
漢
末
に
見
ら
れ
る
「
謡
言
紬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
風
謡
・
童
謡
」
の
よ
う
な
郷
人
・
百
姓
・
民
間
・
児
童
に
ま
で
そ
の
広
が
り
の
範
囲
e

を
持
っ
た
も
の
で
は
な
く
・
名
士
の
サ
。
ン
に
出
入
り
す
る
と
り
ま
き
貴
蜜
は
そ
の
恥

野
壷
子
弟
ま
で
の
範
囲
で
あ
る
・
 
 
 
 
 
 
 
 
砿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
凱
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部
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国
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)


